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(７月28日［火］19:00～)石川小体育館 

 
  

 子どもを守るのは大人の大事な役割の１つです。ネットゲームの内外で子どもを危険（命・金銭トラブル）にさらしては

いけません。自立して生活できる大人を育てるのも大人の大事な役割です。ネットゲームの世界に浸らせてしまってはいけ

ません。もし、家庭にあるネットゲームが子どもの命や成長を大きく阻害しているのであれば、子どものうちから守ってや

る…、これは大人（親）の責務です。ゲームの全てが悪いと言うのではありません。ネットゲームにも魅力はあります。し

かし、我が子を、いしかわっ子を、絶対に（ネット）ゲーム依存症（254万人の予備軍）にしてはなりません。 

  

いただいた資料にあったものから… 

【明るい未来を築くために】 

＊日常生活でしていけないことは、ネット上でもしては 

いけない。基本は日常生活。 

＊判断力、想像力、自制力、規範意識は、日常生活でも 

 必要なこと 

＊基本的な生活習慣が大事。自己有用感を子どもに。そ 

れらを育てる日常の生活がとても大事。 

＊デジタル機器から離れた家族団らんの時間を！ 

＊大人のゲーム・ネット利用は問題ないか。子どもは大

人を見て育つ。 

×スマホばかり見ている親 ×会話がない家族 

＊インターネットもネットゲームも悪くはない。使う人 

によって「いいもの」にも「そうでないもの」にも。 

 

【保護者の関心がないと子どもを守ることはできない】 

（これだけは親がやって！） 

➀ゲーム・ネットは親からの貸し出しであるという意識

を持たせる。子どもの所有物にしない。②フィルタリン

グ・年齢にあった制限。➂やってはいけないことの共通

理解（家庭のルール）。➃親は使っているサービスの把

握（ID,パスワードの管理）、年齢などの利用規約、アプ

リの禁止行為の確認。➄困ったらすぐに相談してもらえ

る（親子）信頼関係をつくっておくこと。 

 

ペアレントコントロールで、遊ぶ時

間、課金、機能・年齢制限を設定でき

ます。ゲームを１時間でやめている子

の学力が高いというデータの紹介もあ

りました。２時間以上の子の学力はど

んどん下がっていきます。メリハリ・

切り替えができる（約束を守る）子ど

もを育てたいものです。 

会長挨拶の中で

「自分たち親も学

び・知ることが大

事だ」という話が

ありました。 

ネット・ゲーム

の問題は家族全員

で考え、みんなで

取り組んでいくこ

とが重要です。 

 当日は 50 名を

超える参加者。多

くの家庭で問題

になっている内

容を取り上げて

くれました。ネッ

ト社会で生きて

いく大人・子ども

・家族に、大きな

示唆を与えてく

れました。 

【事前アンケート 記述欄から】（みんな悩んでいます） 

○見知らぬ人とチャットやボイスチャットをしながらのオンラ

インゲームなども絶対にさせたくない。 

○ボイスチャットで、口論になって仲間外れにされたことが

あった。ゲーム内での友人関係は大変気になる。 

○約束破りなどのペナルティーでゲームを一時禁止にする

と、イライラが尋常じゃない（ひどい）。中毒になりかけて

いるのではないかと心配。 

○オンラインゲームは自分が稼（かせ）げるようになってか

らやるべき。 

○多人数とつながってやるゲーム中に、自分が抜けること

で他の人に迷惑がかかると言い、食事や入浴の時間にな

り呼んでも来ないということが数回続いたため、強制的に

アンイストールした。たかがゲームなのに、生活に影響が

出てしまうのは怖い。 

○宿題や勉強しないと、ネットゲームもタブレット禁止。課金

はさせたことはないし、課金できないようになっている。ま

た、知らない人とのオンラインゲームはできないようにな

っている。 

○決められた時間になっても、今やっているのが終わらな

いと止められないと言ってやってしまう。結局約束の時間

オーバーに。やるなとは言わないが、上手く時間を使うに

はどうしたらいいか。あまり酷いようなら一定時期止めさ

せることも考えているが、どうしたらいいか悩んでしまう。 
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 大久保さんは、中３、小６の子

どもの保護者でもあります。親

が子どもよりスマホを見ている

ことを題材とした『ママのスマ

ホになりたい』という本も紹介

してくれました。 


